
國學院大學学術情報リポジトリ

國學院大學図書館蔵『堀川夜討絵巻』の特徴につい
て

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2024-07-03

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 松尾, 葦江, 伊藤, 悦子

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.57529/0002000632URL



97 國學院大學図書館蔵『堀川夜討絵巻』の特徴について國學院大學　校史・学術資産研究　第 5 号　平成25年 3 月

＜場面③＞

＜場面①＞

＜場面②＞



98

＜場面④－１＞

＜場面④－２＞

＜場面⑤＞



99 國學院大學図書館蔵『堀川夜討絵巻』の特徴について

＜場面⑥－１＞

＜場面⑥－２＞

＜場面⑦＞



100

＜場面⑧＞

＜場面⑨＞

＜『堀川夜討絵巻』の表紙と巻子の形態＞



101 國學院大學図書館蔵『堀川夜討絵巻』の特徴について

　
　

一
、
は
じ
め
に

　

本
資
料
は
平
成
二
十
三
年
に
購
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
古
書
肆
の
つ
け
た
書
名
は
「
弁
慶
絵
巻
」
で
あ
っ
た
が
、
見
る
と
こ
ろ
、
武

蔵
坊
弁
慶
の
一
代
記
を
描
く
絵
巻
と
は
異
な
り
、『
平
家
物
語
』
や
『
義
経
記
』、
幸
若
舞
曲
な
ど
で
人
気
の
あ
る
挿
話
「
堀
川
夜
討
」
を

描
い
た
絵
巻
と
思
わ
れ
た
。
詞
章
が
な
い
の
で
、
内
容
は
絵
を
手
が
か
り
に
判
断
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
本
稿
は
、
伊
藤
悦
子
が
資
料

の
絵
を
読
み
解
き
、
軍
記
物
語
や
『
舞
の
本
』
の
本
文
を
参
照
し
な
が
ら
本
資
料
の
特
色
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
り
、
大
学
院
の
演
習
「
軍

記
物
語
と
絵
画
資
料
」
の
時
間
に
口
頭
発
表
し
た
内
容
を
基
に
し
て
い
る
。
本
誌
の
規
定
上
、
指
導
教
授
松
尾
と
の
連
名
で
掲
載
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
本
稿
の
も
と
と
な
っ
た
作
業
と
そ
の
結
果
は
、
す
べ
て
伊
藤
悦
子
の
も
の
で
あ
り
、
松
尾
は
論
文
と
し
て
手
づ
つ
な

字
句
を
直
し
た
だ
け
で
あ
る
。

　

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
四
年
間
、
松
尾
を
研
究
代
表
と
し
て
【「
文
化
現
象
と
し
て
の
源
平
盛
衰
記
」
研
究
―
文
芸
・
絵
画
・
言
語
・

　
　
　
　

國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
『
堀
川
夜
討
絵
巻
』
の
特
徴
に
つ
い
て
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歴
史
を
総
合
し
て
ー
】（
課
題
番
号22320051

）と
題
す
る
共
同
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、そ
の
中
で
分
か
っ
て
き
た
こ
と
の
ひ
と
つ
に
、

中
世
か
ら
近
世
の
享
受
者
に
と
っ
て
、
軍
記
物
語
と
芸
能
、
各
地
の
伝
承
な
ど
は
決
し
て
別
個
の
も
の
で
は
な
く
、
例
え
ば
義
経
の
物
語

や
源
平
合
戦
の
物
語
と
い
っ
て
も
『
平
家
物
語
』
や
『
義
経
記
』
に
限
ら
ず
、
能
・
幸
若
・
浄
瑠
璃
、
と
き
に
は
歌
舞
伎
を
も
含
め
て
認

知
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
事
実
が
あ
る
。
本
資
料
も
そ
の
証
例
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
今
後
は
単
な
る
出
典
研
究
で
は
な
く
、
文
学
と

芸
能
が
互
い
に
ふ
れ
あ
い
、
交
差
し
て
新
し
い
文
芸
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
こ
と
、
そ
れ
ら
が
一
体
と
な
っ
て
私
た
ち
の
心
の
ふ
る
さ
と

と
も
い
う
べ
き
「
物
語
」
を
形
成
し
て
き
た
こ
と
を
前
提
に
研
究
が
進
ん
で
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
も
さ
よ
う
な
方
向
を
め
ざ
し

て
書
か
れ
て
い
る
。

　

な
お
本
資
料
は
平
成
二
十
四
年
度「
学
び
へ
の
誘
い
―
物
語
に
み
る
源
平
合
戦
」に
展
示
さ
れ
た
が
、金
砂
子
地
が
や
や
暗
い
展
示
ケ
ー

ス
内
で
美
し
く
映
え
、
周
囲
の
資
料
を
引
き
立
て
る
効
果
も
も
た
ら
し
て
い
た
。
今
よ
り
も
照
明
の
暗
か
っ
た
時
代
の
享
受
者
た
ち
に
対

し
て
、
当
時
の
絵
巻
・
絵
本
は
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
人
目
を
惹
き
つ
け
、
想
像
力
を
か
き
立
て
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
そ
れ
ら
絵
師
の
技
巧
や
工
房
内
の
作
業
分
担
の
問
題
も
含
め
て
、
絵
画
資
料
と
文
学
と
の
関
係
の
研
究
は
、
こ
れ
か
ら
の
分
野
で

あ
る
。

　
　

二
、「
堀
川
夜
討
」
を
題
材
と
し
た
絵
画
資
料

　

幸
若
舞
曲
『
堀
川
夜
討
』
は
、
源
頼
朝
・
義
経
兄
弟
が
不
仲
と
な
り
、
頼
朝
は
、
土
佐
坊
正
尊
を
上
洛
さ
せ
て
義
経
暗
殺
を
図
る
が
失

敗
し
、
土
佐
坊
が
斬
首
さ
れ
る
ま
で
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。
兄
弟
の
確
執
→
土
佐
坊
上
洛
→
義
経
暗
殺
失
敗
→
土
佐
坊
の
死
と
い
う
流

れ
は
、『
平
家
物
語
』
諸
本
や
『
義
経
記
』
に
も
記
さ
れ
て
お
り
、
六
条
堀
川
の
宿
所
を
土
佐
坊
に
襲
撃
さ
れ
た
義
経
は
、
こ
の
後
、
都
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落
ち
し
て
各
地
を
流さ
す
ら離

う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
幸
若
舞
曲
は
、
一
連
の
義
経
都
落
ち
の
序
章
と
も
い
え
る
、
土
佐
坊
の
堀
川
夜
討
事
件
を

題
材
に
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

　

堀
川
夜
討
を
題
材
に
し
た
現
存
す
る
絵
画
資
料
は
、
管
見
の
限
り
、
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
い
く
つ
か
例
を
挙
げ
る
と
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

Ａ
．
美
濃
部
重
克
氏
蔵
『
堀
川
夜
討
絵
巻
屏
風
』

Ｂ
．
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
『
堀
川
夜
討
絵
巻
』
狩
野
洞
雲
益
信
筆

Ｃ
．
東
京
国
立
博
物
館
蔵
『
堀
川
夜
討
絵
詞
絵
巻
』
住
吉
如
慶
筆

Ｄ
．
志
度
寺
蔵
『
堀
河
夜
討
図
絵
』（
絵
巻
）

Ｅ
．
川
越
市
・
養
寿
院
『
堀
川
夜
討
屏
風
』
住
吉
具
慶
筆

Ｆ
．
中
尊
寺
蔵
『
義
経
北
国
落
絵
巻（

（
（

』

Ｇ
．
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
立
図
書
館
ス
ペ
ン
サ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『
堀
河
夜
討
絵
巻（

（
（

』

　

こ
の
他
、
奈
良
絵
本
（
大
英
図
書
館
蔵
『
堀
川
夜
討（

（
（

』）、
絵
入
版
本
（『
舞
の
本
』「
堀
川
夜
討
」、『
義
経
記
』）
の
挿
絵
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
が
、
絵
巻
物
は
極
め
て
少
な
い
。
絵
巻
物
で
も
、
Ｆ
の
よ
う
に
、『
義
経
記
』
の
記
述
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
北
国

落
ち
が
中
心
と
な
り
、「
堀
川
夜
討
」
は
場
面
の
一
部
と
し
て
し
か
描
か
れ
て
い
な
い
も
の
や
、
Ｇ
の
よ
う
に
、「
堀
河
夜
討
」
と
題
し
て

あ
っ
て
も
、
内
容
は
『
平
家
物
語
』
巻
十
二
「
土
佐
房
被
斬
」
が
題
材
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　

Ｄ
、
Ｅ
は
未
見
で
あ
る
が
、
Ｅ
に
つ
い
て
は
、
川
越
城
主
酒
井
重
忠
が
毎
夜
聞
こ
え
る
矢や
た

叫け
び

や
蹄
の
音
に
悩
ま
さ
れ
た
こ
と
が
発
端
と

な
り
、
城
の
秘
庫
か
ら
発
見
さ
れ
た
と
い
う
い
わ
く
付
き
の
屏
風
で
、
半
双
を
養
寿
院
に
寄
進
す
る
こ
と
で
怪
現
象
が
収
ま
っ
た（

（
（

と
い
う
、

河
越
城
の
七
不
思
議
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
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Ａ
～
Ｃ
は
幸
若
舞
曲
を
も
と
に
し
て
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
絵
巻
で
あ
る
が
、
幸
若
舞
曲
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
も
、
中
に
は
、
部

分
的
に
『
義
経
記
』
の
内
容
を
取
り
入
れ
て
い
る
作
品
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
『
堀
川

夜
討
絵
巻
』（
以
下
、
國
學
院
本
と
記
す
）
に
も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
絵
画
資
料
も
適
宜
参
照
し
な
が
ら
、『
舞

の
本（

（
（

』「
堀
川
夜
討
」（
以
下
『
舞
の
本
』
と
記
す
）、
東
洋
文
庫
蔵
丹
緑
絵
入
十
二
行
木
活
字
本
『
義
経
記（

（
（

』
の
本
文
・
挿
絵
と
比
較
し
、

國
學
院
本
は
ど
の
よ
う
な
資
料
を
参
考
に
し
て
描
い
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
作
品
を
構
成
し
て
い
る
の

か
、
な
ど
を
考
察
し
、
國
學
院
本
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
　

三
、
書
誌
に
つ
い
て

　

國
學
院
本
は
、
一
軸
の
巻
子
本
（
完
本
）
で
、
内
題
・
外
題
は
無
い
（
金
銀
箔
散
ら
し
の
題
簽
が
貼
ら
れ
て
い
る
が
、
文
字
は
記
さ
れ

て
い
な
い
）。
紙
高
は
28
・
７
㎝
、
横
幅
は
約
５
９
０
㎝
。
表
紙
に
は
金
波
に
色
と
り
ど
り
（
銀
・
紫
・
緑
・
茶
色
）
の
片
輪
車
の
文
様

が
あ
り
、
見
返
し
は
金
砂
子
散
ら
し
で
あ
る
。
料
紙
は
斐
紙
。
本
文
は
無
く
、
絵
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
奥
書
な
ど
の
文
字
情
報
は

無
く
、
成
立
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
人
物
描
写
な
ど
か
ら
、
近
世
初
期
か
ら
中
期
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
料
紙
に
は
全
体
的
に
金
砂

子
が
散
ら
し
て
あ
り
、
す
や
り
霞
と
は
趣
が
異
な
る
。
絵
は
、
や
や
稚
拙
な
感
は
あ
る
も
の
の
、
注
意
深
く
見
る
と
、
細
部
ま
で
詳
細
に

描
写
し
よ
う
と
し
て
い
る
場
合
が
多
い
こ
と
に
気
付
く
。
た
と
え
ば
、
人
物
の
顔
は
、
髪
や
眉
毛
も
一
本
一
本
丁
寧
に
描
か
れ
、
僧
の
場

合
は
頭
や
髭
の
剃
り
跡
ま
で
描
写
し
て
い
る
。
装
束
も
、
衣
服
や
鎧
兜
は
も
と
よ
り
、
雑
兵
の
脚
絆
の
模
様
ま
で
も
が
細
か
く
描
か
れ
る
。

馬
の
目
に
は
長
い
睫
毛
が
あ
り
、
鼻
や
口
の
周
り
か
ら
も
長
い
毛
が
伸
び
て
い
る
。
た
て
が
み
を
幾
つ
か
に
分
け
て
束
ね
た
、
い
わ
ゆ
る

巻
髪
の
馬
（
大
名
行
列
の
引
馬
な
ど
に
見
ら
れ
る
）
が
描
か
れ
て
い
る
の
も
珍
し
い
。
植
物
も
丁
寧
に
描
か
れ
て
い
る
。
建
物
は
、
屋
根
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瓦
や
木
戸
の
木
目
な
ど
は
リ
ア
ル
だ
が
、
そ
の
反
面
、
縁
側
や
壁
、
室
内
な
ど
の
描
写
は
、
か
な
り
大
ざ
っ
ぱ
で
簡
略
で
あ
る
な
ど
、
描

き
方
の
疎
密
に
極
端
な
差
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

絵
は
連
続
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
以
下
に
記
す
九
場
面
に
分
割
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
各
場
面
は
、
松
な
ど
の
樹
木
や
建
物
で
区
切

ら
れ
て
お
り
、
最
後
の
二
場
面
（
⑧
と
⑨
）
の
間
の
み
は
、
空
間
を
広
く
取
る
こ
と
で
場
面
を
分
け
て
い
る
。

①
宿
所
で
伊
勢
三
郎
（『
義
経
記
』
で
は
江
田
源
三
）
を
も
て
な
す
土
佐
坊
。

②
土
佐
坊
を
強
引
に
連
れ
出
す
弁
慶
。

③
義
経
の
面
前
で
起
請
文
を
書
く
土
佐
房
。

④
六
条
堀
川
の
義
経
の
館
へ
押
し
寄
せ
る
土
佐
坊
と
、
応
戦
す
る
構
え
の
義
経
主
従
。

⑤
義
経
主
従
お
よ
び
静
と
、
土
佐
坊
勢
の
戦
闘
。

⑥
弁
慶
・
伊
勢
三
郎
の
活
躍
。

⑦
逃
亡
す
る
土
佐
坊
。

⑧
捕
縛
さ
れ
て
義
経
の
前
に
引
き
出
さ
れ
る
土
佐
坊
。

⑨
土
佐
坊
の
斬
首
。

　

幸
若
舞
曲
で
は
、
梶
原
景
時
の
策
略
に
よ
り
、
頼
朝
は
義
経
暗
殺
役
に
土
佐
坊
を
選
ぶ
。
景
時
は
、
頼
朝
の
御
判
を
持
っ
て
土
佐
坊
の

館
へ
行
き
、
頼
朝
の
意
を
伝
え
る
。
土
佐
坊
は
不
満
に
思
い
つ
つ
も
承
諾
し
、
上
洛
し
て
先
ず
は
六
条
堀
川
の
義
経
宿
所
の
様
子
を
偵
察

す
る
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
伊
勢
三
郎
は
、
鎌
倉
か
ら
土
佐
坊
の
宿
所
へ
馬
を
届
け
る
者
達
と
出
会
い
、
義
経
に
報
告
す
る
。

そ
こ
で
、
義
経
か
ら
土
佐
坊
を
連
行
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
、
土
佐
坊
の
宿
所
に
行
く
の
で
あ
る
が
、
國
學
院
本
に
は
、
こ
こ
ま
で
の
経

緯
が
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
幸
若
舞
曲
よ
り
も
物
語
の
範
囲
が
狭
め
ら
れ
て
い
る
。
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四
、
各
場
面
の
特
徴

　

次
に
、
國
學
院
本
の
各
場
面
ご
と
の
特
徴
を
、『
舞
の
本
』・『
義
経
記
』
の
本
文
や
挿
絵
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
必
要
に
応
じ
て
他
の
絵

画
資
料
も
参
照
し
な
が
ら
確
認
し
て
い
く
。

〈
場
面
①
〉

　

土
佐
坊
の
宿
所
で
、
土
佐
坊
と
対
面
し
て
い
る
伊
勢
三
郎
の
前
に
は
鎧
が
置
か
れ
、
庭
に
は
一
疋
の
馬
が
引
か
れ
て
い
る
。
酒
宴
の
最

中
ら
し
く
、
土
佐
坊
は
盃
を
持
ち
、
伊
勢
三
郎
の
正
面
に
は
接
待
役
の
童
一
人
が
い
る
。

　
『
舞
の
本
』
に
は
、
仮
病
を
装
っ
た
正
尊
が
、「
大
白び
や

衣く
え

に
白び
や
く

檀だ
ん

し
、
綿
帽
子
に
て
額
を
包
み
、
童わ
つ
ぱ

二
人
に
手
を
引
か
れ
」（「
白
檀
し
」

と
は
白
檀
の
香
料
を
振
り
か
け
る
こ
と
）
て
現
れ
た
と
あ
り
、
挿
絵
に
も
二
人
の
童
が
描
か
れ
て
い
る
。
美
濃
部
氏
蔵
『
堀
川
夜
討
絵
巻

屏
風（

（
（

』（
以
下
、
美
濃
部
氏
本
と
記
す
）
に
も
、
二
人
の
童
（
女
性
に
も
見
え
る
）
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
『
堀

川
夜
討
絵
巻（

（
（

』（
以
下
、
神
奈
川
歴
博
本
と
記
す
）
に
は
、
童
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
東
京
国
立
博
物
館
蔵
『
堀
川
夜
討
絵
詞
絵
巻（

（
（

』（
以

下
、
東
博
本
と
記
す
）
は
、
國
學
院
本
と
同
じ
く
童
一
人
が
描
か
れ
て
い
る
が
（
絵
巻
の
本
文
に
は
「
童
二
人
」
と
あ
る
）、
構
図
が
か

な
り
異
な
り
、
酒
宴
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。『
舞
の
本
』
で
は
、
土
佐
坊
が
伊
勢
三
郎
の
た
め
に
酒
宴
を
開
き
、
引
き
出
物
と
し
て
鞍
具

足
や
馬
を
用
意
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
童
の
人
数
を
除
け
ば
、
國
學
院
本
の
構
図
と
概
ね
一
致
し
て
い
る
。

　

細
か
い
点
に
注
目
す
る
と
、
國
學
院
本
で
は
、
土
佐
坊
は
脇
息
に
寄
り
か
か
っ
て
い
る
の
だ
が
、『
舞
の
本
』
に
は
そ
の
よ
う
な
記
述

は
無
い
。
挿
絵
に
も
脇
息
は
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
は
美
濃
部
氏
本
・
神
奈
川
歴
博
本
・
東
博
本
い
ず
れ
も
同
様
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

『
義
経
記
』
を
確
認
す
る
と
、
こ
の
場
面
の
挿
絵
は
無
い
が
、
本
文
に
は
「
土
佐
坊
脇
息
に
か
ゝ
り
て
ぞ
居
け
る
」（
傍
線
は
稿
者
に
よ
る
）
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と
あ
り
、
國
學
院
本
は
『
舞
の
本
』
を
参
考
に
し
な
が
ら
も
、
部
分
的
に
『
義
経
記
』
の
記
述
を
取
り
入
れ
て
描
い
て
い
る
ら
し
い
こ
と

が
分
か
る
。

〈
場
面
②
〉

　

胴
丸
を
着
け
た
弁
慶
が
、
嫌
が
る
土
佐
坊
を
自
分
の
馬
（
黒
馬
）
に
同
乗
さ
せ
て
走
っ
て
い
る
。
後
を
追
う
土
佐
坊
の
従
者
達
と
、
そ

れ
を
留
め
よ
う
と
し
て
い
る
弁
慶
の
従
者
が
一
人
、
宿
所
内
に
は
土
佐
坊
を
心
配
そ
う
に
見
つ
め
る
童
の
姿
が
あ
る
。

　

場
面
①
と
比
較
す
る
と
、
土
佐
坊
も
童
も
装
束
が
異
な
り
、
同
日
に
起
こ
っ
た
出
来
事
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
疑
問
で
あ

る
。『
舞
の
本
』
に
は
挿
絵
は
無
い
が
、
土
佐
坊
に
騙
さ
れ
た
伊
勢
三
郎
が
、
義
経
に
勘
当
さ
れ
た
「
其
後
」、
弁
慶
は
「
胴
丸
取
つ
て
う

ち
懸
け
」、「
黒
き
馬
」
と
「
童
一
人
」
を
具
し
て
土
佐
坊
の
宿
所
へ
向
か
っ
た
と
あ
り
、
日
時
を
明
確
に
し
て
い
な
い
。『
義
経
記
』
で
は
、

江
田
源
三
を
勘
当
し
た
義
経
が
、
宿
所
に
戻
っ
た
弁
慶
に
対
し
、「
只
今
か
ゝ
る
不
思
議
こ
そ
あ
れ
」
と
語
っ
て
、
弁
慶
を
土
佐
坊
の
宿

所
に
向
か
わ
せ
る
の
で
、
同
日
に
起
こ
っ
た
出
来
事
と
な
る
。
お
そ
ら
く
國
學
院
本
は
、『
舞
の
本
』
の
記
述
を
参
照
し
、「
其
後
」
を
後

日
の
出
来
事
と
解
釈
し
て
描
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
だ
が
、
弁
慶
の
胴
丸
と
黒
馬
は
『
舞
の
本
』
の
記
述
通
り
だ
が
、
従
者
は
童
で
も
童

形
で
も
な
い
の
で
、『
舞
の
本
』
の
記
述
と
は
異
な
る
。『
義
経
記
』
に
は
、「
雑
色
一
人
ば
か
り
召
し
具
し
て
」
と
あ
り
、
こ
の
点
に
お

い
て
は
『
義
経
記
』
の
記
述
を
採
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
『
義
経
記
』
の
挿
絵
に
は
、「
童
」
と
い
う
よ
り
は
、
江
戸
中
期

頃
の
若
衆
の
よ
う
な
髪
型
の
鎧
武
者
が
描
か
れ
て
お
り
、
弁
慶
が
乗
る
馬
は
黒
馬
で
は
な
い
。

〈
場
面
③
〉

　

室
内
に
着
座
し
て
い
る
義
経
の
前
で
、
土
佐
坊
は
庭
に
円
座
を
敷
い
て
座
り
、
筆
と
紙
を
手
に
持
っ
て
起
請
文
を
書
い
て
い
る
。
縁
側

で
は
、
弁
慶
が
土
佐
坊
を
睨
み
付
け
な
が
ら
座
っ
て
い
る
。
義
経
の
左
脇
に
は
、
常
陸
房
海
尊
と
思
わ
れ
る
僧
の
外
、
八
人
の
武
士
が
詰

め
合
う
よ
う
に
着
座
し
て
い
る
。
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美
濃
部
氏
本
や
神
奈
川
歴
博
本
で
は
、
土
佐
坊
は
庭
に
座
っ
て
い
る
が
円
座
は
無
く
、
弁
慶
も
土
佐
坊
の
す
ぐ
脇
で
監
視
し
て
い
る
。

東
博
本
で
は
、
土
佐
坊
は
館
に
上
が
り
、
縁
側
で
円
座
に
座
っ
て
起
請
文
を
書
き
、
義
経
の
脇
に
は
静
と
思
わ
れ
る
人
物
が
い
る
。『
舞

の
本
』
の
挿
絵
で
は
、
義
経
、
弁
慶
、
土
佐
坊
の
三
人
の
み
が
描
か
れ
、
三
人
と
も
館
内
の
一
室
に
い
る
。
土
佐
坊
は
筆
も
紙
も
手
に
持
っ

て
お
ら
ず
、
起
請
文
は
土
佐
坊
の
目
の
前
に
開
い
て
置
か
れ
た
状
態
で
あ
る
。
円
座
も
無
い
。
同
じ
場
面
で
あ
る
が
、
作
品
に
よ
っ
て
絵

の
構
図
、
特
に
土
佐
坊
の
居
場
所
な
ど
が
、
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。

　
『
舞
の
本
』
の
本
文
で
は
、
土
佐
坊
は
「
中
門
ま
で
召
さ
れ
、
讃
岐
円
座
を
投
げ
出
す
」
と
あ
り
、
國
學
院
本
の
絵
と
一
致
し
て
い
る
。

円
座
も
讃
岐
円
座
で
あ
ろ
う
。『
舞
の
本
』
の
中
で
は
本
文
と
挿
絵
が
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
直
後
、
義
経
も
弁
慶
も
土

佐
坊
の
言
葉
巧
み
な
弁
明
を
信
用
し
て
し
ま
う
の
で
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
館
内
に
上
げ
て
起
請
文
を
書
か
せ
た
と
捉
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。

東
博
本
は
ま
さ
に
こ
の
ケ
ー
ス
で
あ
ろ
う
か
。『
義
経
記
』
に
は
、「
判
官
南
向
の
廣ひ
ろ

廂
ひ
さ
し

に
出
で
向
ひ
給
ひ
て
、
土
佐
を
近
く
召
し
て
、

事
の
仔
細
を
尋
ね
ら
る
」
と
あ
り
、
土
佐
坊
が
具
体
的
に
ど
の
場
所
に
い
た
の
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
作
品
に
よ
っ
て
構
図
が
異
な
る

の
は
、『
舞
の
本
』
も
『
義
経
記
』
も
記
述
が
少
い
上
、『
舞
の
本
』
の
本
文
と
挿
絵
が
不
一
致
で
あ
る
こ
と
も
、
理
由
の
一
つ
な
の
で
あ

ろ
う
。

〈
場
面
④
〉

　

堀
川
宿
所
の
門
の
前
に
押
し
寄
せ
る
土
佐
坊
と
そ
の
軍
勢
。
騎
馬
兵
は
少
な
く
、
徒
兵
が
多
い
た
め
か
、
武
器
は
太
刀
と
長
刀
が
中
心

で
あ
る
。
数
人
が
松
明
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
夜
討
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
門
の
内
側
に
は
、
胴
丸
を
着
け
た
身
分
の
低
そ
う
な

武
士
が
一
人
、
弓
を
取
っ
て
門
の
方
を
睨
み
、
足
元
に
は
火
が
焚
か
れ
て
い
る
。
宿
所
内
で
は
、
鎧
を
着
け
、
帯
を
結
ん
で
い
る
義
経
に
、

兜
を
手
渡
そ
う
と
し
て
い
る
静
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

神
奈
川
歴
博
本
は
、
宿
所
内
に
は
義
経
と
静
の
姿
し
か
な
い
。
東
博
本
は
、
門
の
屋
根
の
下
に
二
人
の
武
士
と
一
疋
の
馬
が
お
り
、
義
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経
が
着
替
え
終
わ
る
の
を
待
っ
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
義
経
は
鎧
兜
を
つ
け
て
門
の
方
を
伺
い
、
静
は
弓
を
手
渡
そ
う
と
し
て
い
る
。
弓

を
手
渡
す
の
は
神
奈
川
歴
博
本
も
同
じ
で
あ
る
。『
舞
の
本
』や
美
濃
部
氏
本
で
は
、静
が
義
経
の
武
装
を
手
伝
う
場
面
の
絵
は
無
い
が
、『
舞

の
本
』
の
本
文
に
は
、
静
は
義
経
の
武
装
を
手
伝
い
、
弓
の
調
整
を
行
っ
て
か
ら
義
経
に
弓
を
手
渡
し
た
後
、
自
ら
も
武
装
し
た
と
あ
る
。

弓
を
手
渡
す
構
図
は
こ
の
記
述
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
直
前
の
記
述
に
、
静
は
「（
義
経
が
）
帯
取
り
締
む
る
其
隙
に
、
兜
を
取
て
参
ら

す
る
」
と
あ
り
、
國
學
院
本
の
絵
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
一
文
に
忠
実
に
従
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
舞
の
本
』
に
は
、
こ
の
二
人
の
他
は

登
場
し
な
い
。
い
っ
ぽ
う
『
義
経
記
』
に
は
、「
下
部
に
喜
三
太
ば
か
り
な
り
」
と
あ
り
、
喜
三
太
が
弓
を
射
る
技
は
、「
養
由
を
欺
く
程

の
上
手
な
り
」
と
し
て
い
る
の
で
、
國
學
院
本
で
弓
を
取
る
人
物
は
喜
三
太
で
あ
り
、
明
ら
か
に
『
義
経
記
』
の
記
述
を
踏
ま
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、『
義
経
記
』の
本
文
に
は
静
が
参
戦
し
た
と
い
う
記
述
が
無
い
に
も
関
わ
ら
ず
、挿
絵
で
は
喜
三
太
で
は
な
く
静
が
長
刀
で
戦
っ

て
い
る
。
製
作
者
の
勘
違
い
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、
む
し
ろ
、
こ
の
丹
緑
本
『
義
経
記
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
時
代
に
は
、
義

経
と
共
に
戦
う
の
は
静
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
既
に
定
着
し
て
い
た（

（1
（

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
同
様
の
ケ
ー
ス
は
他
に
も
あ
る
。
同

じ
『
舞
の
本
』
で
は
、「
夜
討
曽
我（

（1
（

」
の
挿
絵
が
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。『
曽
我
物
語
』
巻
八
「
富
士
野
の
狩
場
へ
の
事
」
に
は
、
御
狩

の
最
中
に
、
新
田
四
郎
忠
綱
が
猪
に
後
ろ
向
き
で
飛
び
乗
る
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
と
こ
ろ
が
、『
夜
討
曽
我
』
の
本

文
に
は
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
後
ろ
向
き
で
猪
の
背
中
に
乗
っ
て
い
る
新
田
四
郎
忠
綱
が
挿
絵
に
描

か
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

（1
（

。
こ
の
場
合
も
、
本
文
の
内
容
と
は
異
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
よ
う
な
有

名
な
場
面
を
、
挿
絵
と
し
て
掲
載
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
必
ず
し
も
本
文
と
挿
絵
の
内
容
が
一
致
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

認
識
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
読
者
に
も
、
あ
ま
り
違
和
感
は
無
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

同
じ
様
に
、
喜
三
太
ら
し
き
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
美
濃
部
氏
本
で
あ
る
。
義
経
・
静
が
奮
戦
す
る
中
、
白
壁
を
挟
ん
で
、
兜

を
か
ぶ
ら
ず
に
長
刀
で
戦
う
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
美
濃
部
氏
は
「
こ
の
場
面
は
幸
若
舞
曲
『
堀
川
夜
討
』
に
『
義
経
記
』
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を
取
り
合
わ
せ
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
全
体
的
な
構
図
は
、
必
ず
し
も
國
學
院
本
に
近
似
す
る
と
は
言
い

が
た
い
が
、
共
に
『
義
経
記
』
の
影
響
が
見
受
け
ら
れ
、
そ
の
点
に
関
し
て
は
、
両
作
品
共
通
の
特
徴
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

〈
場
面
⑤
〉

　

義
経
と
喜
三
太
は
刀
、
静
は
柄
の
長
い
大
長
刀
で
土
佐
坊
の
軍
勢
と
戦
う
。
静
は
緑
色
の
上
衣
に
赤
い
袴
、
白
い
鉢
巻
を
つ
け
て
い
る
。

倒
れ
た
敵
の
背
中
を
斬
り
つ
け
、
血
し
ぶ
き
が
飛
び
散
っ
て
い
る
。

　

美
濃
部
氏
本
・
神
奈
川
歴
博
本
・
東
博
本
い
ず
れ
も
静
は
戦
っ
て
い
る
。『
舞
の
本
』
の
本
文
に
は
、
静
の
戦
闘
そ
の
も
の
に
対
す
る

具
体
的
な
記
述
は
無
い
が
、
義
経
の
制
止
を
耳
に
も
入
れ
ず
、
真
っ
先
に
飛
び
出
し
、「
進
む
姿
を
御
覧
ず
れ
ば
、
萌
黄
匂
の
腹
巻
を
、

衣
の
下
に
ぞ
着
た
り
け
る
。
義
経
の
秘
蔵
の
白
柄
の
長
刀
、
弓
手
の
脇
に
搔
ひ
込
ふ
で
、
丈た
け

成な
る

髪か
み

を
ば
つ
と
乱
れ
ば
、
黒
母ほ

衣ろ

や
ら
ん
と
、

見
え
た
り
け
り
」
と
、
静
の
華
麗
な
姿
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
喜
三
太
の
場
合
は
、『
義
経
記
』
に
よ
る
と
、
弓
を
捨
て
て
「
大

長
刀
」
で
斬
り
合
っ
た
と
し
て
い
る
。
本
来
は
喜
三
太
の
役
割
で
あ
っ
た
戦
闘
場
面
で
の
活
躍
が
、
い
つ
の
間
に
か
静
に
置
き
換
わ
り
、

そ
れ
が
流
布
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
が
、
喜
三
太
の
武
器
が
「
大
長
刀
」
で
あ
る
こ
と
も
、
二
人
の
入
れ
替
わ
り
に
違
和
感
を
感
じ
さ
せ

な
い
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
國
學
院
本
で
は
、
静
に
役
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
喜
三
太
は
、
代
わ
り
に
太
刀
を
持
つ
こ
と
に

よ
っ
て
、
新
た
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

〈
場
面
⑥
〉

　

馬
上
か
ら
指
揮
を
と
る
土
佐
坊
だ
が
、
兵
士
達
は
劣
勢
ぎ
み
で
あ
る
。
弁
慶
は
黒
い
棍
棒
で
敵
の
頭
部
を
激
し
く
打
ち
つ
け
て
い
る
。

棍
棒
の
黒
い
部
分
に
は
沢
山
の
疣
が
あ
り
、
先
端
に
は
白
い
刃
が
付
い
て
い
る
。
弁
慶
の
背
後
に
は
、
縁
側
で
弓
を
持
っ
た
義
経
が
椅
子

に
腰
掛
け
、
静
は
そ
の
脇
で
、
長
刀
を
持
っ
た
ま
ま
庭
に
座
っ
て
控
え
て
い
る
。
伊
勢
三
郎
は
、
義
経
の
前
に
跪
き
、
敵
の
首
二
つ
を
刺

し
た
刀
を
掲
げ
て
い
る
。
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伊
勢
三
郎
は
庭
に
跪
い
て
い
る
が
、『
舞
の
本
』
で
は
「
落
縁
に
づ
ん
と
上
が
つ
て
、
二
つ
の
首
を
指
し
上
げ
、
義
経
に
こ
れ
を
見
せ

申
す
」
と
あ
り
、
挿
絵
に
は
伊
勢
三
郎
が
縁
側
に
上
が
り
、
二
つ
の
首
を
縁
の
床
板
に
並
べ
て
置
い
て
い
る
（『
義
経
記
』
で
は
江
田
源

三
が
二
つ
の
首
を
取
る
が
、
彼
自
身
討
死
し
て
し
ま
う
た
め
、
該
当
場
面
は
無
い
）。
そ
の
た
め
、
美
濃
部
氏
本
・
東
博
本
・
神
奈
川
歴

博
本
は
、
伊
勢
三
郎
が
縁
側
に
上
が
る
か
庭
に
い
る
か
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
二
つ
の
首
は
縁
の
上
に
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
刀
に
貫
い

て
掲
げ
る
の
は
國
學
院
本
独
自
の
描
写
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
舞
の
本
』
の
本
文
に
は
、「
二
つ
の
首
を
指
し
上
げ
」
と
あ
り
、
決

し
て
「
並
べ
た
」
と
は
書
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は
、
國
學
院
本
が
『
舞
の
本
』
の
挿
絵
や
他
の
絵
画
資
料
を
参
考
に
せ

ず
、『
舞
の
本
』
の
本
文
を
具
体
化
し
よ
う
と
し
た
結
果
、「
二
つ
の
首
を
」
刀
に
刺
し
て
「
指
し
上
げ
」
る
と
い
う
描
写
に
な
っ
た
と
考

え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
義
経
が
椅
子
に
腰
掛
け
る
と
い
う
描
写
も
他
の
資
料
に
は
見
ら
れ
な
い
。『
舞
の
本
』
の
本

文
に
も
記
述
は
無
く
、
國
學
院
本
独
自
の
構
想
と
思
わ
れ
る
。

　

弁
慶
の
棍
棒
に
つ
い
て
は
、『
舞
の
本
』
に
詳
細
な
説
明
が
あ
る
。「
武
蔵
が
棒
と
申
は
、
嵐
激
し
き
高
山
の
岩
間
よ
り
生
え
出
た
る
白し
ら

黄つ

楊げ

を
、
八
尺
五
寸
に
つ（
マ
マ
）ゝ

切
て
、
中
を
厚
く
端
を
平
く
、
東
海
渡
る
船
櫓
な
り
に
拵
へ
、
宍し

粟さ
う

鉄か
ね

を
延
べ
付
け
、
刃は

棟む
ね

を
や
つ
て
刃
を

付
け
、
八
尺
五
寸
の
そ
の
内
に
、
八
十
三
の
疣
を
据
ゑ
、
釘
の
頭
を
磨
き
立
、
狭
間
を
黒
く
塗
つ
た
れ
ば
、
疣
は
輝
く
、
地
は
黒
し
、
刃

は
白
し
」
と
あ
り
、
お
お
よ
そ
記
述
通
り
の
絵
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
後
、
弁
慶
が
姉
歯
平
次
光
景
と
戦
う
様
子
が
記
さ
れ
る
。「
拝
み

打
ち
に
ち
や
う
ど
討
つ
。
兜
の
絡か
ら

繰く

り
、
は
ら
り
と
砕
け
、
落
花
の
ご
と
く
散
り
け
れ
ば
、
首
の
骨
が
討
ち
込
ま
れ
て
、
胴
へ
く
つ
と
ぞ

に
へ
入
た
る
」
と
あ
り
、
弁
慶
に
打
た
れ
て
い
る
敵
が
姉
歯
平
次
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
國
學
院
本
の
描
写
で
は
、
首
が
胴
へ
「
く
つ

と
」
入
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
分
か
り
難
い
が
、
東
博
本
で
は
、
完
全
に
首
が
胴
に
埋
没
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
東
博
本
は
黒

い
棍
棒
で
は
な
く
、
木
の
長
槍
の
よ
う
な
武
器
で
あ
る
。
黒
い
棍
棒
は
、『
舞
の
本
』
や
『
義
経
記
』
の
挿
絵
に
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
他
、

大
英
図
書
館
蔵
奈
良
絵
本
『
堀
川
夜
討
』
な
ど
に
も
出
て
い
る
。
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黒
い
棍
棒
の
原
型
と
な
る
武
器
は
、
南
北
朝
期
頃
に
は
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。『
図
録　

日
本
の
合
戦
武
具
事
典（

（1
（

』
に
よ
る
と
、

打
撃
力
を
強
化
す
る
た
め
に
、
太
い
樫
の
木
な
ど
を
用
い
て
八
角
に
し
た
も
の
で
、
鉄
の
延
板
に
鉄
鋲
を
繁
く
打
っ
た
金
棒
（
金
砕
棒
・

金
材
棒
）
も
あ
っ
た
と
い
う
。『
太
平
記
』
巻
八
「
四
月
三
日
合
戦
ノ
事
付
妻メ

鹿ガ

孫
三
郎
勇ユ
ウ
リ
ヨ
ク力
ノ
事
」
に
「
八
尺
餘
ノ
カ
ナ
サ
イ
棒
ノ
八

角
ナ
ル
ヲ（

（1
（

」、『
曽
我
物
語
』
巻
八
「
富
士
野
の
狩
場
へ
の
事
」
に
「
鐵
く
ろ
が
ね

の
棒
の
、
三
人
し
て
持
ち
け
る
を（

（1
（

」、
こ
の
他
、『
北
条
五
代
記
』、

『
室
町
殿
物
語
』
な
ど
に
も
記
さ
れ
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
打
撃
用
武
器
だ
っ
た
ら
し
い
。
戦
国
時
代
を
描
い
た
屏
風
絵
で
は
、
齊
藤
茂
美
氏

蔵
『
長
谷
堂
合
戦
図
屏
風
』（
伝
・
戸
部
一
憨
斎
正
直
筆
）
に
あ
り
、
最
上
義
光
や
延
沢
満
延
が
黒
い
鉄
棒
で
戦
っ
て
い
る
。

〈
場
面
⑦
〉

　

棍
棒
で
激
し
く
攻
め
た
て
る
弁
慶
に
、
土
佐
坊
は
長
刀
を
構
え
な
が
ら
も
背
中
を
見
せ
、
逃
げ
腰
で
あ
る
。
描
き
忘
れ
で
あ
ろ
う
か
、

棍
棒
の
先
に
は
刃
が
付
い
て
い
な
い
。
弁
慶
の
周
り
に
は
四
人
の
武
士
が
い
る
が
、
い
ず
れ
も
伊
勢
三
郎
や
喜
三
太
で
は
な
い
。

　
『
舞
の
本
』
で
は
、
河
原
を
指
し
て
逃
げ
る
土
佐
坊
を
、
弁
慶
と
伊
勢
三
郎
が
絡
め
捕
っ
た
と
し
、『
義
経
記
』
で
は
、
土
佐
坊
は
賀
茂

川
を
上
っ
て
鞍
馬
へ
逃
げ
込
む
が
、
鞍
馬
法
師
に
追
い
立
て
ら
れ
て
僧
正
が
谷
へ
逃
げ
た
と
こ
ろ
を
弁
慶
ら
に
捕
縛
さ
れ
る
。
東
博
本
で

は
川
を
渡
っ
て
逃
げ
る
土
佐
坊
勢
が
描
か
れ
て
お
り
、『
舞
の
本
』
の
記
述
に
近
い
が
、
國
學
院
本
で
は
川
は
無
く
、
木
々
や
岩
が
描
か

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
義
経
記
』
の
僧
正
が
谷
を
意
識
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
場
面
⑧
〉

　

室
内
で
、
兜
を
脱
い
で
座
っ
て
い
る
義
経
と
、
縁
側
で
義
経
の
兜
を
持
っ
て
控
え
る
武
士
。
義
経
の
正
面
の
庭
に
は
捕
縛
さ
れ
た
土
佐

坊
が
座
り
、
左
側
に
は
弁
慶
、
右
側
に
は
常
陸
坊
等
の
家
来
達
が
控
え
て
い
る
が
、
伊
勢
三
郎
や
喜
三
太
ら
し
き
人
物
は
見
当
た
ら
な
い
。

　
『
舞
の
本
』
に
は
、
こ
の
場
面
の
挿
絵
は
無
く
、
土
佐
坊
の
潔
い
態
度
に
義
経
が
感
嘆
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
具
体
的

な
状
況
が
分
か
ら
な
い
。『
義
経
記
』
で
も
、
義
経
は
土
佐
坊
を
、「
大
庭
に
据
ゑ
さ
せ
、
縁
に
出
」
た
と
あ
る
だ
け
で
、
そ
れ
以
上
の
記
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述
は
無
い
。
挿
絵
で
は
、
縁
に
座
る
義
経
の
脇
に
控
え
る
武
士
達
の
中
に
弁
慶
が
お
り
、
御
簾
の
陰
か
ら
静
が
顔
を
出
し
て
い
る
。
だ
が
、

國
學
院
本
で
は
義
経
は
縁
ま
で
出
て
い
な
い
し
、
静
も
描
か
れ
て
い
な
い
。『
舞
の
本
』
に
情
報
が
無
い
場
合
で
も
、
必
ず
し
も
『
義
経
記
』

で
補
お
う
と
す
る
意
識
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

〈
場
面
⑨
〉

　

捕
縛
さ
れ
た
ま
ま
、
虎
皮
の
円
座
に
座
る
土
佐
坊
。
後
ろ
に
は
尻
綱
を
握
る
武
士
と
、
太
刀
を
振
り
上
げ
て
、
首
を
斬
ろ
う
と
し
て
い

る
武
士
が
い
る
。
土
佐
坊
の
正
面
と
左
側
で
は
、
旅
人
や
町
人
達
が
、
い
か
に
も
興
味
深
げ
な
表
情
で
処
刑
の
様
子
を
見
物
し
て
い
る
。

右
側
に
は
、
三
人
の
武
士
達
が
、
そ
れ
ぞ
れ
長
刀
・
刺
又
・
突
棒
を
持
っ
て
座
っ
て
い
る
。

　

こ
の
場
面
も
、『
舞
の
本
』
で
は
「
六
条
河
原
で
切
に
け
り
」、
と
あ
る
の
み
で
、
続
い
て
「
か
の
正
尊
を
見
し
人
、
貴
賤
上
下
を
し
な

べ
、
感
ぜ
ぬ
人
は
な
か
り
け
り
」
と
い
う
、
土
佐
坊
賞
賛
の
一
文
を
記
し
て
物
語
が
完
結
す
る
。『
義
経
記
』
に
は
、「
喜
三
太
に
尻し
ん

綱づ
な

取

ら
せ
て
、
六
条
河
原
に
引
き
出
だ
し
、
駿
河
次
郎
が
斬
手
に
て
斬
ら
せ
け
り
」
と
あ
り
、
具
体
的
に
二
人
の
人
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

だ
が
、
國
學
院
本
で
尻
綱
を
取
っ
て
い
る
人
物
は
喜
三
太
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
夜
討
の
場
面
の
喜
三
太
は
顎
髭
が
生
え
、
大
き
く
す

る
ど
い
目
つ
き
で
あ
り
、
顎
髭
の
無
い
こ
の
人
物
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

処
刑
の
場
所
は
、『
義
経
記
』
で
も
六
条
河
原
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
美
濃
部
氏
本
や
神
奈
川
歴
博
本
に
は
、
川
が
描
か
れ
て
い
る
（
東

博
本
は
こ
の
場
面
が
無
い
）。
と
こ
ろ
が
、
國
學
院
本
に
は
川
は
お
ろ
か
、
背
景
が
何
も
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
草
木
や
岩
石
の
一
つ
す
ら

描
か
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
単
に
簡
略
化
し
て
い
る
だ
け
な
の
か
、
他
の
意
図
が
あ
る
の
か
は
、
今
後
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

右
側
の
武
士
達
が
持
っ
て
い
る
刺
又
・
突
棒
は
、
安
土
桃
山
時
代
頃
か
ら
用
い
ら
れ
た
も
の
で（

（1
（

、
特
に
江
戸
時
代
に
は
捕
物
用
の
捕
獲

具
と
し
て
、
こ
れ
ら
に
袖そ
で

搦が
ら
みを

合
わ
せ
て
「
三
道
具
」
と
呼
ば
れ
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
武
士
達
も
、
頭
を
月
代
に
し
て
鉢
巻
を
巻
い
て

お
り
、
ま
る
で
近
世
の
町
奉
行
所
の
役
人
の
よ
う
で
あ
る
。
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五
、
ま
と
め

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ま
ず
、
國
學
院
本
は
、『
舞
の
本
』
の
本
文
を
参
考
に
し
な
が
ら
も
、
部
分
的
に
『
義
経
記
』
の
記
述
が
反
映
さ

れ
て
い
る
と
い
え
る
。
だ
が
、
ど
ち
ら
の
挿
絵
と
も
異
な
る
点
が
多
い
こ
と
か
ら
み
て
、
参
照
し
た
資
料
に
は
挿
絵
が
入
っ
て
い
な
か
っ

た
可
能
性
が
高
い
（
つ
ま
り
絵
入
版
本
で
は
な
い
）。
し
か
も
、
他
の
絵
画
資
料
が
共
通
し
て
描
く
構
図
に
も
一
致
し
な
い
点
が
多
く
、

は
た
し
て
粉
本
と
し
た
絵
画
資
料
が
あ
っ
た
の
か
さ
え
疑
問
に
思
う
ほ
ど
で
あ
る
。

　

人
物
描
写
や
武
具
な
ど
に
は
、
江
戸
時
代
を
思
わ
せ
る
描
写
が
目
立
ち
、
近
世
に
描
か
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

『
舞
の
本
』
の
記
述
と
完
全
に
一
致
す
る
描
写
も
あ
れ
ば
、
伊
勢
三
郎
が
首
二
つ
を
刀
に
刺
し
て
掲
げ
る
場
面
な
ど
、
他
の
絵
画
資
料
に

も
見
ら
れ
な
い
独
創
的
な
描
写
が
あ
る
。
参
考
に
し
た
絵
画
資
料
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
今
回
参
照
し

た
絵
画
資
料
に
は
、
國
學
院
本
と
明
ら
か
に
一
致
す
る
と
思
え
る
構
図
は
無
か
っ
た
。
現
段
階
で
は
、
國
學
院
本
は
、
幸
若
舞
曲
の
記
述

を
も
と
に
し
な
が
ら
、
記
述
が
不
足
が
ち
な
細
か
い
部
分
は
『
義
経
記
』
で
補
っ
た
り
、
あ
る
い
は
独
自
の
解
釈
を
加
え
る
こ
と
で
、
構

図
を
具
体
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
但
し
、
今
回
確
認
で
き
た
資
料
が
少
な
い
た
め
、
そ
れ
ら
が
、
國
學
院
本
の
独
自
描

写
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
今
後
も
未
見
の
資
料
の
調
査
を
進
め
て
い
き
、
更
に
國
學
院
本
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
い

き
た
い
。

　

注

　
（
1
）　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
編
「
義
経
展　

源
氏
・
平
氏
・
奥
州
藤
原
氏
の
至
宝
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
平
成
十
七
年
）
に
よ
る
。

　
（
2
）　M

atthew Thompson

「『
堀
河
夜
討
』
―
解
説
と
翻
刻
」（『
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
年
報
』
７
、
平
成
二
十
年
八
月
）
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（
3
）�　

慶
應
義
塾
大
学
「
世
界
の
デ
ジ
タ
ル
奈
良
絵
本
」
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
〈http://dbs.hum

i.keio.ac.jp/naraehon/

〉（
平
成
二
十
五
年
二
月

五
日
ア
ク
セ
ス
）
に
よ
る
。

　
（
4
）　

岸
伝
平
『
川
越
夜
話
』（『
川
越
叢
書
』
第
6
巻
所
収
、
国
書
刊
行
会
、
昭
和
五
十
七
年
）

　
（
5
）　

麻
原
美
子
・
北
原
保
雄
校
注
『
舞
の
本　

新
日
本
古
典
文
学
大
系
59
』（
岩
波
書
店
、
平
成
六
年
）

　
（
6
）　

岡
見
正
雄
校
注
『
義
経
記　

日
本
古
典
文
學
大
系
37
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
四
年
）

　
（
7
）　

美
濃
部
重
克
・
美
濃
部
智
子
『
酒
呑
童
子
絵
を
読
む　

ま
つ
ろ
わ
ぬ
も
の
の
時
空
』（
三
弥
井
書
店
、
平
成
二
十
一
年
）

　
（
8
）　

美
濃
部
前
掲
書
に
よ
っ
た
。

　
（
9
）�　

東
京
国
立
博
物
館
情
報
ア
ー
カ
イ
ブ
〈http://webarchives.tnm.jp/imgsearch/show/C0066517

〉（
平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
六
日

ア
ク
セ
ス
）
に
よ
る
。

　
（
10
）�　

小
林
健
二
「
静
も
諸
共
に
切
り
払
ひ
切
り
払
ふ
―
能
《
正
尊
》
と
幸
若
舞
曲
「
堀
川
夜
討
」
の
静
御
前
」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
75

―
12
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
）

　
（
11
）　

注（
5
）と
同
じ
。

　
（
12
）　

市
古
貞
次
・
大
島
建
彦
校
注
『
曽
我
物
語　

日
本
古
典
文
學
大
系
88
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
一
年
）

　
（
13
）　

黒
石
陽
子
先
生
に
御
教
示
い
た
だ
い
た
。

　
（
14
）　

笹
間
良
彦
『
図
録　

日
本
の
合
戦
武
具
事
典
』（
柏
書
房
、
平
成
十
一
年
）

　
（
15
）　

後
藤
丹
治
・
釜
田
喜
三
郎
校
注
『
太
平
記
一　

日
本
古
典
文
學
大
系
34
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
五
年
）

　
（
16
）　

注（
12
）と
同
じ
。

　
（
17
）　

注（
14
）と
同
じ
。

　

※
引
用
本
文
の
ル
ビ
は
適
宜
改
め
た
。


